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臨師鵬側蜘似卸嘲紗競脚開けて

国
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化

の
進

展
に
的
確
に
対
応
し
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
に
「ま

ち

ひ
と

し
ご
と
創
生
法
」
を
制
定

し

ま

し

た

。

こ
れ
を
受
け

て
町

で
は
、
人
口
減

少
を
抑
制
し
、
将
来

に
わ
た
り
地
域

社
会
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
お

い
ら
せ
町
人
ロ
ビ
ジ

ョ
ン
」
と

「
お
い

ら
せ
町
ま
ち

ひ
と

し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
∵
τ
昨
年
１０
月
に
策
定
し
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｌ
謎
瑾
愛
錮夢

町
で
は
、
「地
方
創
生
」
に
取
り
組

む
に
あ
た
り
、
現
状
と
課
題
を
整
理

す
る
た
め
、
町
人
国
の
現
状
分
析
と

将
来

の
姿
を
示
し
、
人
日
問
題
に
関

す
る
基
礎
認
識

の
共
有
を
図
り
、
取

り
組
む
べ
き
将
来
の
方
向
性
を
示
す

長
期
的
な

コ
つ
い
ら
せ
町
人
ロ
ビ
ジ

ョ
ン
廿
二
曇
た
し
ま
し
た
。

人
口
が
減
少
す
る
と
地
域
内
の
消

費
活
動
も
減
少
し
て
し
ま
う
た
め
、

地
域
産
業
や
雇
用
の
場
な
ど
の
縮
小

に
つ
な
が
り
、
人
口
流
出
が
加
速
す

る
悪
循
環
を
起
こ
す
と
と
も
に
日
常

生
活
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
地
域
社

会
の
様
々
な
基
盤
の
維
持
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
老
年
人
口
比
率
の
増
加
に
よ
り
、

地
域
活
動
に
お
け
る
担
い
手
不
足
や

空
き
家
の
増
加
、
地
域
文
化

の
継
承

等

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
自
然
減
（※

１
）
対
策
で
は
、
若
い
世
代
が
希
望
通

り
の
出
会
い
や
結
婚
・出
産

子
育
て

を
行

い
、
快
適
に
生
活
で
き
る
環
境

づ
く
り
や
健
康
長
寿
化

の
推
進
、
安

心
・安
全
な
生
活
環
境
の
確
保
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
社
会
減
（※
２
）
対
策
で

は
、
若
者
に
と

っ
て
魅
力

の
あ
る
雇

用
の
場
を

つ
く
り
、
若
者
の
定
住
と

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
拡
大
を
進
め
ま
す
。

※
１
‥
死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
る
こ
と

※
２
‥
転
出
数
が
転
入
数
を
上
回
る
こ
と
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資料 :青森県メ、□移動統計調査
〔現状分析〕

町人□の自然増減 (出生と死亡の数)は 、平成 18年 に出生数を死亡数が上回り自然減へ移行 しました。また、年少 生産年齢人
□ (0～ 64歳 )は 減少 し、老年人□(65歳以上)は 増力□しています。一方、社会増減 (転入と転出の数)は、若年層(19～ 24歳)の進字
就職等に伴う転出が顕著ですが、大学等の卒業やその後の転職等(25～ 39歳のUターン)こ よる転入超過により全体では社会i曽

(微増)と なつています。このことから当町は、「自然減Jを「社会増」で支えている状況であり、少子高齢化力1年々進行しています。
国立社会保障 人□問題研究所によると当日3の人□は、今後は緩やかに減少し、2040(平 成52)年 には約21200人 (30年間で

約3,000人減少)、 老年人□比率は 365%(30年 間で約17倍 )になると推計されています。また 50年後の2060(平成72)年では
約17200人 まで減少(7000人 減少)す ると推計されています。
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目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
性
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〔将来展望〕

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
ま
ち
・

ひ
と
。
し
ご
と
総
合
戦
略

町
で
は
、
国
及
び
青
森
県
の
総
合

戦
略
を
勘
案
し
な
が
ら
、
町
の
最
上

位
計
画

で
あ
る
「
第
１
次
お
い
ら
せ

町
総
合
計
画
」
の
人
口
減
少
対
策
、
産

業
振
興
策
、
子
育

て
施
策
等
を
基
に

新
た
な
取
り
組
み
項
目
と
具
体
的
施

策
の
数
値
目
標
等
を
設
定
し
、
町
の

特
徴
や
強
み
を
生
か
し
た
「ま
ち
・ひ

と
。し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

町
が
策
定
し
た
総
合
戦
略

で
は
、

人
口
減
少

の
抑
制
と
併
せ

て
、
地
域

経
済
の
活
力
を
よ
り
高
め
、
住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
、下
記
の
４
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
、

「ま
ち
」
、
「
ひ
と
」
、
「し
ご
と
」
の
好
循

環
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
総
合
戦
略
で
は
、
町
民
を
は

じ
め
と
し
た
各
種
団
体
、
企
業
、
機
関

な
ど
で
構
成
す
る
推
進
組
織

「ま
ち
・

ひ
と

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
会
議
」

を
設
置
し
、
毎
年
、
進
捗
状
況
や
成
果

を
検
証
し
な
が
ら
、
よ
り
良

い
成
果

が
出
せ
る
よ
う
事
業
の
見
直
し
な
ど

も
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。
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一

総
合
戦
略
に
お
け
る

４
つ
の
基
本
目
標

①

「
安
定
し
た
し
ご
と
・
雇
用
を
創

出
す
る
」

・農
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
の
振
興

魅
力
の
あ
る
就
業
機
会
の
創
出

二
屋
用
環
境
・人
材
育
成
の
充
実

②

「新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
」

・定
住
促
進
に
向
け
た
環
境
整
備

・移
住
に
係
る
情
報
発
信
の
強
化
、
多

様
な
交
流
機
会
を
増
や
し
当
町
へ
の

移
住
の
流
れ
を
つ
く
る

③

「
若
い
世
代
の
結
婚
・出
産
・子
育

て
の
希
望
を
か
な
え
る
」

若
い
世
代
が
安
心
し
て
出
会
い
、
結

婚
、
出
産
、
子
育
て
が
で
き
、
生
き
が

い
と
安
ら
ぎ
を
持
て
る
よ
う
な
生
活

環
境
の
創
出

④

「時
代
に
合

っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
く
ら
し
を
守

る
と
と
も

に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る
」

・医
療
、
福
祉
、
商
業
等

の
生
活
サ
ー

ビ
ス
機
能
や
居
住
の
誘
導
に
よ
る
コ

ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
形
成
の
促
進
と

公
共
交
通
網
の
再
構
築

・公
共
施
設
の
適
正
配
置
と
有
効
活
用

・広
域
連
携
に
よ
る
自
立
的
な
地
域
づ

′
■

り

・健
康
づ
く
り
の
推
進
と
安
心
・安
全

な
ま
ち
づ
く
り

25000

20000

※社人石升一国立社会保障 人□問題研究所

15000

平成22年実績 :国勢調査

人ロビジョンで|よ 、こういつた人□減少に歯止めをかけて当町の活力を維持してい
くため、各種施策を進める前提での 3つの仮定と目標人口を決定しました。この 3つ
の仮定を実現できた場合、2060(平成フ2)年の人□は、約20700人 (社人研推計より
約3,500増 )を維持し、持続可能な人□構造への転換を図ることができます。
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地
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多
子
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・
地
方
創
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関
す
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具
体
的
な
町
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取
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組
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い
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ホ
ー
ム
ペ
ー
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覧
く
だ
さ
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24,211

社人研※推計

く将来展望での3つ の仮定>
(仮定 1)合計特殊出生率―一人の女性が一生の間に生む子どもの数を2020(平成32)

年までに18人 (現状161)へ、2040年 (平成52)ま でに
20フ人に上昇させる。

(仮定 2)人□の社会増減一人□の流入を促進するとともに若年者の流出を抑えるこ

とで、現状の微増を維持する。

(仮定 3)平均寿命 -2040(平成52)年 までに男性8282(現状776)歳、女性8955(現
状859)歳まで延伸する。(国の長期ビジヨン水準)
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>>),ま ち ひと‐しごと倉:生 総合戦略会議答申
域の活性化に向け答申

そげの花咲き誇る

の経営を見直 し、行政サービス向上

10月 5日 、おいらせ町まち ひと しごと創生総合戦略に

ついて、総合戦略会議 (夕 崎ヽ充子会長)か ら審議結果の答申

がありました。

外崎会長は「移住 定住に向けた子育て支援など多くの意

見が出されております。町民の幸せや地域活性化に向けて、

評価、検証、見直しを行いながら実効性のある戦略となるこ

とを期待します」と答申し、町長は、「短期間での審議は大

変だったと思います。戦略会議のご意見を尊重し、人口減少

対策に町を挙げて取り組んでいきたい。弓|き続きのご協力を

お願いします」とお礼を述べました。

(答申書を渡す外崎会長

>>軒 赤そば花まつり 10/10,11

赤そば花まつり (同実行委員会主催)は、10月 10日

と ll日 の両日、観光農園アグリの里おいらせで開催さ

れました。

赤そばの花に囲まれた会場では、町内各保育園やおい

らせ胡蝶蘭舞による芸能披露、百石高校吹奏楽部の演奏

や新そばのお披露目など、数多くの催しが行われました。
「もち小麦」を使った姫っこすいとんと姫もちだんごの

無料振る舞いでは、長い行列ができました。振る舞いを

食べた参加者からは「弾力があっておいしい」「もちなの

に、食べやすい」という声が聞かれました。

く新食感が好評だつた「もち小麦J料理の無料振る舞い

>卜 ●行政経営権逝委員会 10/13

おいらせ町第 1回行政経営推進委員会が、10月 13日 、

役場庁議室で開催されました。

これは、学識経験者や公募委員などが、行政サービス

の向上を目指し行政経営の改善について検討を行う会議

です。

第 1回 は委員の委嘱や昇在の取り組みについての説明

などが行われました。樺克裕委員長は「おいらせ町は、

誕生から10年 目となり、これからの基準づくりをしてい

く時期が来ていると感じる。町がより良くなるよう、協

力していきたい」と話していました。

く議事を進行する樺委員長

魃  OIRA SE‐ をコ201511



平
成
２７
年
度
の
軽
ト
ラ
市

が
、
７
月
５
日
か
ら
百
石
本
町

商
店
街
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

軽
ト
ラ
市
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
を
店
舗
に
見
立
て
た
産
直

市
で
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
と
し
て
あ
ゆ
み
保
育
園

の
園
児
た
ち
が
演
奏
発
表
を
行

い
、
「軽
ト
ラ
市
始
ま
り
ま
す
」

と
宣
言
。
へ
っ
ち
ょ
こ
汁
試
食

会
や
カ
ニ
・
魚
の
網
は
ず
し
販

売
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
、
会

場
は
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
ｏ

ま
た
同
日
、
１
０
０
縁
笑
店
街

と
題
し
て
会
場
周
辺
の
店
舗
で

お
買
い
得
商
品
の
販
売
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
軽
ト
ラ
市
は
、

１２

月
ま
で
毎
月
第
１
日
曜
日
に
開

催
予
定
で
す
。

浄fヒ槽設置に補助金を交付します
下水道が当面整備されない地区での浄化槽

設置に、補助金を交付します。住宅・事業所
が対象となり、借家等は対象外となります。

●申請期限 平成 27年 12月 21日○まで
【工事着工前に指定の申請書類を提出すること】
●対象者 浄化槽を新たに設置する人、または
単独浄化槽から合併浄化槽に切り替えする人

●主な交付要件
①公共下水道事業認可区域外に設置すること
②平成 28年 2月 末日までに事業完了すること
③町税などを滞納していないこと

□地域整備課 下水道係 80178③ 4819

11人槽～ 15

`｀

ヽ

OIRASE・ .*.・ 20158

社会を明るくする運動を実施 しました

上十三地区保護司会おい
らせ支部 と生保護女性会
(吉田絹恵会長)は、7月 7
日、イオンモール下田にて

「社会を明るくする運動」に
伴う活動をしました。

保護司と更生保護女性会会員がイオンモー
ル下田を訪れた人へ「明るい町づくりにご協力
を」と呼びかけました。

これは、法務省が主唱している、犯罪や非行
のない地域を築くための全国的な運動です。

町内横断旗の設置と補充をしました

町青少年育成町民会議は、
6月 23日 、町内の横断旗の
設置・補充作業をしました。
児童が安′卜・安全に登下校

ができるように、折れて使え
なくなってしまったものを取り替えたり、足り
ないところへ補充したりしました。
青少年育成町民会議は今 L・Iの活動以外にも
様々な青少年健全育成活動を行っています。

-4-
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自鳥を呼び戻す取り組み
マコモロールを設置

町観光協会は、6月 12日、間木堤内でマ
コモ植栽作業を行い、同協会をはじめ、自鳥
保護監視員、ももいし白鳥を愛する会が参加
しました。
これは、餌付け自粛により飛来数が減少し

た自鳥を呼び戻すため、自然の餌「マコモ」
を増やし、飛来数の増加につなげようと行わ
れているものです。
今年は垂木にマコモと杉の皮でまいた 1本

80キ ロを超える重さの「マコモrl―ル」を
堤内に6本、マコモ株を 30株設置しました。

阿光坊古墳群見学できます

阿光坊古墳群は古墳 16基の復元工事が完
了し、現地見学が可能です。阿光坊古墳群保

存会によるガイド説明もできます。お気軽に

お問い合わせください。

回社会教育・体育課 8017804276

r´

‐`
|

空き店舗で創業 。開業を目指す人へ

100万円限度に経費の一部を補助

空き店舗や空き事業所を利用して操業 。開業
する人を支援する補助制度を創設しました。
助成を受けるには、町へ申請するなどの手続

きが必要です。詳細はお問い合わせください。

El商工観光課 80178③ 4703

百石本町地区でチャレンジショップ
ー定期間家賃を補助します

小さな拠点事業の一環で「お試し店舗Jという

制度を創設しました。空き店舗を活用して一定期
間営業を行なえます。

自分の店舗を持ちたい、自分の好きな店を営業
してみたいという人はぜひ活用ください。

詳しい内容は下記までお問い合わせください。

□町商工会支所 8017802029

OIRヽSE oまメ20157

バスケットボールを通 じてスポーツに興味を

プロバスケットボール TKbJリ ーグ青森ワッ
ツ(青森スポーツクリエイション)は、5月 21日、
町民交流ゼンターでバスケットボール教室無料
体験会を開催しました。

町内外の小学生約 20人が、ボール遊びやミ

言「嘉まζl]醤菖省ゐ

`[高

畠84掌飛警象ワッ
ツ)がプレーを特別指導しました。

北向選手は「コーチの話を聞いて、楽しくや
ること。できるだけ多くのシュー トをすること
が大切」と話していました。

プレミアム商品券を販売します

●日時

●場所
●価格

●数量

●対象

7月 25日〇、26日 010時～ 16時
上記以降は、土日祝除く9時～ 16時
おいらせ町商工会本所、百石支所
1セ ット5,000円 (お一人様 6セ ットまで)

(内容 :500円券× 12枚綴=6,000円 分)

20,000セ ット 〈無くなり次第終了)

町民、町内の事業所に勤務している人、

百石高校生
※対象確認をしますので、証明書類が必要です。
運転免許証・健康保険証・学生証・障がい手帳・

社員証、就業証明書 (用紙は商工会有)などを
ご持参ください。

●利用可能期間 平成 27年 12月 31日 Q
回おいらせ町商工会本所● 017802511

おいらせ町商工会支所8017802029

-5-
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阿光坊てづくり古墳館冬休みも開館

町内小中学校の冬休みにあわせ下記の

とおり開館します。ぜひこの機会にご家

族で見学ください。

●開館日 12月 23日⑧～ 1月 24日 Q
休館日 12月 28日 0～ 1月 4日⑤

※冬休み後は土日祝日のみ開館

▲至三沢市

JK阿光坊

古墳館の名称が決定しました

阿光坊古墳群のガイダンス施設の工事が

順調に進んでいます。平成28年 12月 完成、

29年3月 開館をめざしています。

名称を8月 から9月 にかけて公募したとこ

ろ、28件の応募がありました。阿光坊古墳

群整備検討委員会委員に審査を依頼 し、そ
の結果を受け「おいらせ阿光坊古墳館」に決

定しました。名づけ親は藤ヶ森の北向くみ

子さんほかl名 。平成29年 3月 のオープニン

グセレモニーで表彰予定です。

名称は決まりましたが、完成までは時間
があります。ぜひ「阿光坊てづくり古墳館」
へも足を運んでください。

（‐

一

償却資産の申告をお願いします

固定資産税のうち「償却資産」の所有者は、

地方税法に基づき、毎年 1月 1日 (賦課期日)

現在所有する「償却資産」の申告が必要です。

●償却資産とは 土地、家屋以外の事業の

用に供することができる資産で、その減

価償却費が法人税法または所得税法の規

定による所得の計算上、損金または必要

な経費に算入されるものをいいます。

●対象者 平成 28年 1月 1日 現在、町内

に償却資産を所有する法人や個人事業者

●申告書類 町で把握している対象者には、

書類を 12月 中に送付 します。届かない

場合はご連絡ください。また、今年度初

めて申告される人は、ご連絡いただけれ

ば郵送します。

●提出方法 直接税務課資産税係へ持参、

郵送または電子申告 (エ ルタックス)に
より提出ください。

0提出期限 平成 28年 2月 1日 ○

固税務課 奮0178① 4704

利用料無料の交流の場オープン

11月 1日 、おいらせ街なかサロン「みん
なの休憩所」がオープンし、14日 にオープン

記念イベントが開催されました。

みんなの休憩所は、地域をより便利にし、

商店街の活性化と、企業を志す人への支援が

目的の施設です。趣味の作品展示や新規出店
を考える人のオリジナル商品販売などができ
ます。

オープニングイベントでは、参加者全員で
クラッカーを鳴らし、おいらせへっちょこ汁
と玄米ell入 りおじるこがふるまわれました。

固町商工会本所 容 0178-56‐2511

支所  80178-52-2029

OIRASEと ,,″ 201512
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シ
リ
ー
ズ
連
載
　
（第
２
期
）

鋒
晨
み
え

地
域
の
宝
の
活
か
し
方

８
月
２６
日
、
第
１
回
お
い
ら
せ

町
ま
ち
歩
き
研
修
会
が
向
山
集
会

所
で
開
催
さ
れ
、
向
山
町
内
会
お

よ
び
向
山
駅
愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー

の
ほ
か
、
昨
年
度
の
ま
ち
あ
る
き

講
座
の
受
講
生
が
集
ま
り
、
弘
前

路
地
裏
探
偵
団
の
鹿
田
智
嵩
団
長

か
ら
、
お
い
ら
せ
町
の

「ま
ち
歩

き
」
観
光
に
つ
い
て
を
学
ん
だ
。

鹿
田
団
長
は

「も
と
も
と
弘
前

市
で
は
、
桜
が
咲
く
５
日
間
以
外

の
観
光
が
な
く
、
観
光
手
段
を
模

索
し
、
自
分
た
ち
の
生
活
空
間
が

ま
ち
歩
き
に
活
か
せ
る
と
気
づ
き

ま
し
た
」
と
、
立
ち
上
げ
当
時
の

経
緯
を
語
り
、
実
際
に
向
山
駅
を

使

っ
た
ま
ち
歩
き
の
ア
イ
デ
ア
な

ど
を
発
表
し
た
。

講
義
を
受
け
た
中
村
さ
ん
は

「
私
た
ち
に
と
っ
て
見
慣
れ
て
い

る
日
常
が
、
観
光
客
に
と
っ
て
新

鮮
な
こ
と
も
あ
る
。
町
内
で
歴
史

を
知
る
人
を
集
め
て
み
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語

っ
た
。

向山駅愛好会

町の活性化のため、無人駅にいこいの

場を作ろうと、平成 24年 11月 に向山

駅ミュージアムを開館。国鉄時代の貴

重な展示や Nゲージの特製ジオラマが

地域の注目を集めている。10月 25日

010時より青い森鉄道「向山駅」にて
「おらんどの駅祭り」を開催予定。

弘前路地裏探偵団

弘前ならではの文化の調査と観光者向け

のガイ ドを行つている。『路地裏にこそ街

の文化の花が咲く』を合言葉に、夜な夜

な弘前の迷宮案内にいそしむ。鹿田団長は
「迷子になりそうな市街地が、弘前独自の

まち歩きにつながつた」と話す。

薇

r l
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住宅を新築する子育て世帯などへ、
助成金を交付

●対象地域
==|

(小学校J

①甲洋」
(深沢平、

深沢、ニリロ

②下田小学校区

(西 下川原、明土、

南下田、上谷地、

水下、三九郎、阿光坊●

敷、洗平、瓢、西後谷

谷地、向山の一部、上リ

●助成金額

(1)住宅取得等助成金

①新築住宅 上限150万円
②中古住宅 上限100万円
〇戸建住宅の賃借

12カ月経過後→ 12万円、
24カ経過後→ 12万円、
36カ月経過後→ 12万円

合計 36万円
(2)子育て世帯助成金

(戸建住宅を賃借する世帯を除く)●|
中学生以下の子どもを扶養す
子ども1人当たり20万円

0助成対象者 (下記全てに該当する世帯の代表者)

(1)平成 26年 4月 1日 以降に、対象地域に住宅
を新築、購入または戸建住宅 (※ 1)を賃借
した若者世帯 (※ 2)、 また|よ子育て世帯 (※ 3)

(2)転入世帯 (※ 4)ま たは転居世帯 (※ 5)で、
上記住宅に 10年以上定住する世帯。
ただし、戸建住宅を賃借する場合は、1年以
上居住する世帯。

(3)地域の活性化の推進に協力する意思を有す

る世帯

(4)町税等滞納がない世帯

※ 1

※ 2

※ 3

× 4

X5

国企画財政課80178⑭ 4273

子育て世帯…申請
もを

世帯。
転入世帯……申請日において、町内に転入して 1

年未満であり、転入した日の前日ま
で連続して3年以上町外に居住して
いた世帯。

転居世帯  転居した日の前日まで連続して 1年
以上、町内の助成対象地域以外の地
域に居住していた世帯。

ヽ
‐

OIRASE、 ,‐ 201510輻
-8-



～笑顔あふれる元気な町を目指 して～

移住・定住 0子育て支援により、持続的な町の発展を図ります
日]では、子どもが心身ともに健やかに成長できるように子育て支援事業の充実を図り、地域

ぐるみで子育てしやすい環境づくりに努めています。

同時に、人□を維持・増加させ、地域の活力を高めるために 「住んでみたいまち、住みやす

いまち」を目指 して、生活環境整備など移住・定住を促進する事業に取り組んでいます。

改めて制度の概要を町民の皆さんにお知 らせ しますので、町外にお住いの親族や知人・友人

などに制度を紹介 していただき、 1人でも多くの方が当町に住んでいただけるようPRなどに

ご協力をお願いします。

快適な住環境を整備した「おいらせパークタウ
ン洋光台」の宅地を分譲しています。土地購入か
ら10年以内に住宅を新築した人に土地代金の一
部を助成 します。(通常 :坪あたり約4万 円/被
災者 :坪 あたり約 6万円)

また、洋光台団地分譲地の購入者を紹介した個
人に奨励金を交付します。(1区画につき10万円)

固企画財政課 80178①4273

下田小学区または甲洋小学区に転入などし、住

宅を新築または取得する場合、一定の条件を満た

すことで定住促進助成金を交付します。

補助金額は経費総額の10%です。(新 築上限

150万円、中古住宅上限100万 円)

固企画財政課 80178①4273

空き店舗や空き事業所を活用 し開業する事業

者を支援するため、店舗改装費、施設整備費な

どの2分 の 1を助成します。 (上限100万 円)

固商工観光課 容0178①4703

美化活動、自然保護活動、文化活動などまちづ

くりのために自主的に活動する10人以上で構成

される団体に活動経費の一部を助成 します。

(上限20万 円)

固まちづくり防災課 80178①2131

魃  OIRASEい″‐20165

-9-



町民の交通手段を確保するために「町民バスJ

を運行 しています。

固企画財政課 公0178①4273

下水道区域外の合併浄化槽の設置費用の一部

を助成しています。

固地域整備課 80178①4819

新規漁業就業者の漁船購入や免許取得費用の一

部を助成しています。また、担い手となる雇用者
に支払う賃金の一部を助成し、新規就業者の確保・

育成を図っています。

固農林水産課 80178①4279

新規就農者の経営安定化を支援するため給付

金を支給 し、就農後の定着を図つています。

固農林水産課 奮0178①4279

中学生以下の子どもの医療費は原則無料です。

なお、県内医療機関を受診した場合、窓口での一

時負担も不要です。

固町民課 子育て支援室
公0178(D4259

第 2子以降の子どもが生まれたご家庭に出産祝金
を支給します。支給額は第 2子 5万円、第3子以降
10万円です。ただし、第 2子以降の出生の日までに、

①父母のどちらかが 1年以上 (自 己所有住宅に転入
した場合は1年未満でも対象)住民登録をしている、

②父母ともに町税等を滞納していない、などを満た
している人が対象です。

固町民課 子育て支援室
む0178564259

OIRヽSEめ ,・ 20165 蝙
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保育料の上限を 3万 円に設定 し、子育て世帯
の負担軽減を図っています。

また、生計を一にする 18歳未満の子どもが
3人以上いる場合で、 3人 目以降の子どもが新
制度に移行する幼稚園、保育所、認定こども園
などを利用 した場合の保育料は無料です。

固町民課 子育て支援室
公0178()4259

延長保育、休日保育、一時預かり、地 I・I子育て

支援センター、病後児保育を町委託事業として実

施 しています。

固町民課 子育て支援室
a0178()4259

全5小学校区で、放課後児童クラブまたは放課

後子ども教室が利用でき、利用料は原則無料です。

実施場所は児童館、民間保育園の専用施設、小学

校の空き教室です。

固町民課 子育て支援室
80178①4259

幼稚園 (新制度移行施設を除く)に就園する

園児の保護者に対 して、所得状況に応 じて保育

料等を補助 しています。

さらに、第 3子以降の就園に対 して、保育料

等を補助 しています。

固学務課 容o178①4258

経済的理由によって就学が困難な児童 生徒

の保護者に対 して、必要な費用の一部を援助 し

ています。

固学務課 80178①4258

優れた資質をもちながら経済的な理由により就

学が困難な人に奨学金を貸与します。月額、大学

大学院4万円、短期大学 高等専門学校 専門学

校 3万 円、高等学校 1万円。卒業の月の 1年後か

ら貸与期間の 2倍 の期間内に全額償還することに

なります。 (無利子)

固学務課 80178①4258

黎  OIRASE・″‐20165
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健診を受け、いろいろな健康づくり事業に参加

することでポイントが貯まり、ポイントカードが

いっぱいになったら1,000円分の商品券と交換と

なり、楽しみながら健康づくりをすることができ

ます。

固環境保健課 健康長寿推進室
公0178《)4551

すべての基本健診 (さ わやか成人健診 国保特

定健診 後期高齢者健診)を無料で受けることが

できます。

※がん検診は自己負担あり (た だし住民税非課税

世帯は無料)

※40歳の無料券の発行

固環境保健課 健康長寿推進室
80178①4551

妊産婦・乳幼児の健康診査のほかに町独自で実

施 している健康相談 母乳相談 。そしゃく相談、

2歳 6か月児健診、パパママ歯周病検診、股関節

脱臼検診、フッ素塗布事業等の母子保健事業が充

実しています。

固環境保健課 健康長寿推進室
80178()4551

健全な児童育成に向けて健康講話や紙芝居の

読み聞かせなどの小児生活習慣病予防事業のほ

か、各学校での健康教室 (年42回 )を 実施して

います。

固環境保健課 健康長寿推進室
公 0178()4551

一
　

　

一

有料広告欄

地 (田・畑)の 管理請負ます。
(田 皿 の草 X」 り、トラワターロータリーかけ )

土地の状態、場所の条件、作業の内容によつて請負額が変わります。

幡械がな Lヽ 。機械が壊れた。高齢で無理なで。

賣」
は撫枝

徒⑮ぴヲ輝繹
『

°
〒039,41上北郡おいらせ町明±11(本 村)

TEL・ FAX  0178-56… 2814

サイン裂4所 03,212,お いらせ町中平下長根山1‐ 53

TEL・ FAX  0178…32-l1105

01Rへ SE・,～ 20165 黎

-12-



町
教
育
委
員
会
で
は
、
新
入

学
予
定
児
童
を
対
象
に
就
学
時

健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
郵
送
で
通
知

し
て
い
ま
す
。
日
程
や
場
所
を

確
認
し
、
当
日
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

通
知
内
容
お
よ
び
会
場
案
内

図
を
町
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

□
教
育
委
員
会
学
務
課

８
０
１
７
８
０
４
２
５
８

平
成
２６
年
１
月
か
ら
事
業
所
得

な
ど
が
あ
る
全
て
の
人
は
、
記

帳
と
帳
薄
書
類
の
保
存
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。
白
色
申
告
で

営
業
所
得

・
農
業
所
得
ま
た
は

不
動
産
所
得
の
あ
る
人
を
対
象

に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
Ｈ
月
５
日
●
‐０
時
半

～
営
業
所
得

・
不
動
産
所
得
／

‐３
時
半
～
農
業
所
得

●
場
所
　
本
庁
合
２
階
２
０
１

会
議
室

回
十
和
田
税
務
署
　
個
人
課
税

第

一
部
門

８
０
１
７
６
０
３
１
５
１

●
日
時
　
１０
月
３‐
日
０
　
１０
時

～
‐３
時

●
場
所
　
林
料
理
学
校
　
八
戸

市
根
城
５
丁
目
１４
‐

２４

●
持
ち
物
　
エ
プ

ロ
ン
・
三
角

巾

・
筆
記
用
具

●
参
加
方
法
　
往
復
は
が
き
に

住
所

・
氏
名

（
２
人
ま
で
Ｙ

年
齢

・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

１０
月
２０
日
ま
で
に
〒
０
３
０
１

０
１
１
３
青
森
市
第
二
問
屋
町

３
１
５
１
２５
青
森
県
食
肉
事
業

協
同
組
合
連
合
会
ま
で
応
募
く

だ
さ
い
（
多
数
の
場
合
抽
選

）。

回
県
食
肉
事
業
協
同
組
合

８
０
１
７
１
７
２
９
１
８
０
７
８

入
場
無
料
、
事
前
申
込
み
不
要

●
日
時
　
１０
月
２４
日
①
　
‐２
時

半
～
１５
時
半

●
場
所
　
総
合
福
社
会
館

（八

一戸
市
根
城
８
１
８
１
１
５
５
）

●
内
容
　
大
会
テ
ー
マ

「子
ど

も
の
こ
こ
ろ
を
考
え
る
」

①
精
神
保
健
福
祉
事
業
功
労
者

の
表
彰

②
講
演

「現
場
を
変
え
る
い
じ

め
の
科
学
」

講
師
　
大
阪
大
学
大
学
院
連

合
小
児
発
達
学
研
究
科

和
久
田
学
特
任
講
師

③
講
演

「学
校
で
自
殺
が
起
こ

る
と
き
～
予
防
と
ポ
ス
ト
ベ

ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
～
」

講
師
　
浜
松
市
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
ニ
宮
貴
至
所
長

回
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
事

務
局

容
０
１
７
１

７
８
７
１

３
９
５
１

①
カ
ヤ
ッ
ク
体
験

『
カ
ヌ
ｌ
ｄｅ
Ａ
Ｂ
Ｃ
』

●
日
時
　
１０
月
１７
日
○

午
前
の
部
１０
時
～
１３
時
／
午
後

の
部
Ｈ
時
４０
分
～
１５
時

●
場
所
　
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク

●
参
加
費
　
小
学
生
千
五
百
円

中
学
生
二
千
円

●
講
師
　
く
り
こ
ま
高
原
自
然

学
校
　
塚
原
氏

●
持
ち
も
の
　
ぬ
れ
て
も
よ
い

防
寒
具
、
服
、
靴
、
着
替
え

●
申
込
期
限
　
１０
月
１０
日
○

②
家
族
の
食
事
に
つ
い
て
講
習

会

『あ
り
が
と
う
の
ご
飯
』

●
日
時
　
第
１
回
１０
月
１。
日
○

１０
時
～
／
第
２
回
２４
日
〇
、
第

３
回
３‐
日
○
予
定

●
場
所
　
北
公
民
館

●
参
加
費
　
五
百
円

（託
児
あ

り
）

●
持
ち
も
の
　
お
箸

●
講
師
　
Ｔ
ｕ
ｂ
ｏ
カ
フ
ェ

高
森
氏

回
ル
¨
ッ
ー
ｒぅａ
シ
ｓ♂
殖
邦

奮
０
８
０
１
６
０
９
９
１
３
７
０
４

rヽ‐

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
日
時
　
Ｈ
月
１３
日
０
１０
時
５５

分
～
１２
時
４５
分

た
だ
し
受
付
は
１２
時
ま
で

●
場
所
　
百
石
高
等
学
校

□
百
石
高
等
学
校
教
務
部

●
０
１
７
８
⑫
２
０
８
８

記
帳

・
帳
簿
保
存
制
度

県
産
肉
を
使
っ
た
無
料
料

第
５６
回
青
森
県
精
神
保
健

１０
月
１
日
改
正

●
変
更
点

・
東
線
１
便
の
起
点

・
高
校
↓
北
部
方
面

へ
の
便

（‐８
時
以
降
）

・
北
線
の
時
刻

・
南
線
の
始
発
時
刻
と
起
点

・
南
線
５
使
の
ル
ー
ト

別
紙
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
企
画
財
政
課

８
０
１
７
８
③
４
２
７
３

家
族
で
体
験
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
講
演
会
を
開
催

町内で消火器点検商法が発生しました

Aさ ん宅 (町内の一人暮らし高齢者)に男性が消火器の点検に来た。Aさ んが消火器を差し出すと『期
限が切れている、交換すれば 10年は持ちま句

島f」バ譜瑣茉精聾纂霜離よょlb互彙蔦呪t諒番繁 :代金を払うと一切の書面を交付せず立ち去った。交

。身分証明書の提示を求め、契約業者または委託業者であるか確認しましょう。
・契約業者がある場合は、連絡をして点検実施の有無を確認しましょう。
・「家族が知っているんだろう」などと憶測で判断せず、周囲に確認しましょう。
・「詐欺かもしれない」「だまされた lJなどの情報がありましたら、下記へご連絡ください。

□商工観光課       80178① 4703
三沢警察署生活安全課  8017603145
八戸市消費生活センター 8017809216

OIRASE卜 ,=‐ 201510魃



瘍 膏森県立画石嵩等学校
■1■■■■■■●
,校長あいきつ

1保護者のみなさまへ

●おいらせ町教育支援

ヽ年間 月間行事予定

■よくあるご賃 F・l     l
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織
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■書運料         |

'食場調理科       ‐

,キヤリア教育

'アクテイプラーニング

●進路情報

‐ 学校行事

■生徒会活動
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TEL 0178-52-2088 FAX 0178-52-8315

i おいらせ町教育支援

おいらせ町から tl~の教育支援のため 補助金の交付を受けることになりました。

支援名 …青森県立百石高年学校支援事業買補助金

日 付…平成 27年 10月 1日 付

項 目

(1)アクティブラーニング支援

(2)スキルアップ支援

(3)オープンキャンフ(ス参加支援

(4)新間購読支援

(5)その他

1 
経過報告 (H28427)平 成28年度の支援が決まりました

平成28年度も2フ年度に弓き続き おいらせ町から教育支援をいただくことが決定しました.

スキルアップ支援については以下のとおりです.

【支援対象検定]

(1)漢字検定

(2)英語検定

(3)数学検定

(4)商 T~科目に関わる各種検定

(5'その他

【支援額】

原貝Jと して各検定料の半額.ただし 英検準2級以上は全額とする.

なお 受験者i曽加により 支援金が不足した場合は 不足が見込まれた段階で支援を終了します

1 
経過報告 (H28325)ホ 校にタプレツトが導入されました,

おいらせ町から教育支援をいたださ 本校にもタフレット型端末が 10台導入されました。ご支援あり

がとうごさいます。まず タブレットに関する校内II修会を開き 教員が基本的な操作について学びまし

た。その後 さっそく生徒が調べ学習で使用を開始しましたが どうやら生徒の方が教員より飲み込みが

早いようです。来年度に向けて 各教科での活用方法を模索していきたいと思います.

1綱雫告lH28‐ 0

おいらせ町からの教育支援について その後の経過を車長告します。

この支援事業は、町が地元高校へ支援することにより 学力向上による人材育成、イメージアップによる生徒

の確保 教育責の負担・ A‐減を目的とするものです。この支援事業は5年間継続の予定で 詳細は年度毎に町が決

定します。

(1)二弦 三 二 奎 ニニング支援について

調べ字習 発表などで使用するため、生徒用タフレットノヽソコン10台 ブロジェクターi台などを8il入 しまし

た。これにより 教室でも手軽にタフレットノ(ソ コンが使用でき 調べ学習その他の魅力的な]受業が可能になり

ます

(2)スキルアップ支援について

平成2フ 年度は英語検定 漠字検定 数学検定の受験料を全頷補Bljし ます。対象言は 資格取得を希望する本校

生徒全員です 受験予定者には講習や模擬:1餃 を実施して合化に向けた支援を行つています。これにより 資格

敢得やF‐ 習に対する生徒の興味関,い 言欲が高まつています。

28年度は対象検定を増やし ,内 ,レー,レを作つて支l‐ したいと考えています.

‐ 部活動

‐ PTA活動

ヽ学校評価

|ヽ いじめ防止基本方餅

‐
´証明雷発行/教育実習

青森県立百石高等学校

〒0392223 青森県上北君,お

いらせ町苗平谷l●46番地

TEL 01フ 8-52-2088

FAX 01フ 8-52-8315

hin//、ぃぃ√w n10nlol、 hi h asn ed in/oira、 Ph●nnl ~14- ,016/0ヽ /30
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三業能 .・ 大学 小林昭文先生を招いての■●会

ヽ い じめ防止基本方針 1第 3号

1第4号

第5号

青森県立百石高等学校

〒0392223 青森県上北君,お

いらせ町自平谷地46番地

TEL 0178-52.2088

FAX 0178-52-8315

第6号

「産業と教育」12月号に食物調理科のアクティブラーニングのIIRり 組みが紹介されました。

(延面はこちらから二重 いただけます )

―

隋 青森県立爾石鶴等学校

校長あいきつ

保護者のみなさまへ

おいらせ弯教育支援

年間 月間行事予r~

よ くあるご質 r・
R

ヽ特色 学校概要     |

ヽ普通科

″食物調埋科

,キヤリア教育

●アクテイプラーニング

● 進路情報

,学 Ix行事

アクテイブラーニング型授業の様子

lタクテイプラ|ニング通信

第1号

第 2号

=緊
急情報 ■ァクセス

TEL 0178-52-2088 FAX 0178-52‐ 8315

: アクテイブラ=ニング

本校では授業改善及びキャリア教育の一環として平成26年度よリアクティプラーニングに関する取り組

みを様々行っています.従来の高校の授業は  「先生は説明して黒板に言き 生徒は黙って間いてノート

を取るJと いう一斉請義型がほとんどでした。それに対し アクティブラーニンク型授業は 生徒が問題

や課題を主体的に考え 意見を交換したり教え合ったりして協働的に学び合う字習スタイルです.ま た

答えのない問題にも取り組み、意見を交換し合ってお互いが納得できる結論を導き出す活動も含まれま

す。このことによつて 社会で本当に必要な能力である 考える力や 探究するカ コミュニケーション

をとる力、協働する力等が身に付きます.今年度も授業研修週FB3や 外部講師を招いた研修会等 様々な取

り組みを実施しています.そ の取り組みの状況と成果の一吉口を紹介します。

cOpyHght(C)2016 Aomol Prこ fettural lvlomoに hi A‖ R91ts ReseⅣed desigtt by temDnaヒ

一莉

hFtn/AMvw nlolmnishi h Яヽn ea in/Я
「

tivρ卜∩rnilび15討 つ∩1ム′0ヽ /Rn



百石高等学校が文部科学大臣表彰

‐２
月
１８
日
、
百
石
高
等
学
校
は
、

平
成
２７
年
度
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
学

校
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

け
た
こ
と
を
町
長
に
報
告
し
ま
し

た
。百

石
高
等
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
町

成
人
式
へ
の
料
理
提
供
、

１０
周
年
記

念
の
お
い
ら
っ
せ
十
種
野
菜
カ
レ
ー

開
発
を
は
じ
め
数
多
く
の
取
り
組
み

を
実
践
し
て
お
り
、
地
域
社
会
と
連

携
し
た
体
験
教
育
を
実
施
し
て
い
る

功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

荒
川
由
美
子
校
長
は

「食
物
調
理

科
の
取
り
組
み
が
学
校
全
体
の
は
げ

み
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
出

て
体
験
す
る
こ
と
で
学
ん
で
ほ
し

い
」
、
町
長
は

「
さ
ら
に
充
実
し
、

活
き
た
教
育
を

一
緒
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 ▲左から荒川校長、鈴木凛さん、奥

村太一さん、町長

く同日、成人式でふるまわれる特製料理の
試食会が実施されました。

生徒たちが新成人のために考案 したメ
ニューを成人式の関係者が試食。食事後に
アンケー トをとり、成人式本番へ向けて備
えていました。

中甲中

"中
甲申い‐■中甲

""""中 "中
F‐

"甲
F甲

"「 """■
中学申中口■‐ 中 黎 申 申 申 中

=中
冒 甲 中 噸 中 黎 中 ‐ 甲 ■■ ■■

―
‐ ■                                        ‐

お
い
ら
せ
町
と
町
体
育
協
会
が

青
森
ワ
ッ
ツ
を
激
励

‐２
月
２６
日
に
八
戸
市
東
体
育

館
で
開
催
さ
れ
た

「青
森
ワ
ッ

ツ
対
滋
賀
レ
イ
ク
ス
タ
ー
ズ
」

戦

の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
の
後
、
三
村
町
長
と
平
野

敏
彦
体
育
協
会
会
長
が
各
チ
ー

ム
の
代
表
選
手

へ
、
地
元
純
米

酒

「穂
ノ
泉
」
と
お
い
ら
せ
町

で
と
れ
た
新
米
「ま

っ
し
ぐ
ら
」

が

一
緒
に
な

っ
た

「
お
い
ら
せ

の
恵
み
セ
ツ
ト
」
を
手
渡
し
、

激
励
と
と
も
に
町
の
特
産
品
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｋ
ｂ
ｊ
リ
ー
グ
青
森
ワ
ッ

ツ
は
、
町
出
身
の
北
向
由
樹
選

手
が
所
属
す
る
プ

ロ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
す
。
こ
の

日
の
北
向
選
手
は
ド
ラ
イ
ブ

で
第
２
Ｑ
の
初
得
点
を
決
め
、

１
３
１
５
人
の
観
客
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。

青
森
ワ
ッ
ツ
は
、
八
戸
市
東

体
育
館
で
２
月
１３
日
と
１４
日

に
、
前
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
棟
方
公

寿
氏
が
指
導
す
る
信
州
ブ
レ
イ

北
所
齢
フ
を
決
め
る

　

０
一”

「

リ

ァ

‐

ズ

と

対
鮮
、
予

常
ヽ

OIRASE・ =‐ 20162
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イ

町
内
に
活
動
の
本
拠
を
置
く

公
共
的
団
体
な
ど
を
対
象
に
、

地
域
活
性
化
活
動
を
目
的
と
す

る
事
業
に
対
し
て
、
上
限
２。
万

円
の
助
成
金

（助
成
率
１０
／
１０
）

申
請
を
受
付
し
ま
す
。

●
申
請
期
限
　
９
月
３０
日
④

●
対
象
事
業

①
官
民

一
体
と
な
っ
た
各
種
記

念
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
事
業

②
産
業
情
報
と
ま
ち
づ
く
り
情

報
の
収
集

。
発
信
事
業

③
地
域
の
振
興
、
発
展
等
の
た

め
の
事
業

④
①
～
③
を
複
合
す
る
事
業

●
対
象
経
費

助
成
対
象
事
業
の
実
施
に
直
接

要
す
る
経
費
で
、
次
に
掲
げ
る

経
費
を
除
く
も
の
と
す
る
。

①
団
体
ス
タ
ツ
フ
等
人
件
費
及

び
施
設
の
賃
理
費
等
の
経
常
的

経
費

| |

ン

お
い
ら
せ
農
酒
会
は
、
４
月

に
完
成
し
た
地
元
純
米
酒

「穂

の
泉
」
に
続
い
て
、
桃
川
株
式

会
社
の
協
力
の
も
と
、
今
年
も

地
元
純
米
酒
造
り
に
挑
戦
し
ま

す
。
原
料
と
な
る
米
を
提
供
い

た
だ
け
る
、
米
作
り
と
酒
を
こ

よ
な
く
愛
す
る
町
内
の
農
士
を

募
集
し
ま
す
。
希
望
者
多
数
の

場
合
、説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
募
集
期
限
　
９
月
１０
日
⑥

Ｏ
応
募
方
法
　
氏
名

・
連
絡
先

電
話
番
号

・
住
所
を
左
記
に
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
品
種
　
ま
っ
し
ぐ
ら

●
数
量
　
参
加
者
数
で
増
減

回
桃
川
株
式
会
社

８
０
１
７
８
⑫
２
２
４
１

●住民票、町名変更の証明書
●戸籍謄本、戸籍の附票
●印鑑証明書

※印鑑登録 廃止
再発行の手続きはできません

●所得証明書 課税所得証明書
0評価証明書など

資産にF_5す る証明書
0納税証明書 (車検用含む)

●粗大ごみ処理券
●健診無料券など

×住所変更、戸籍届出、保険証
交付などは取り扱いできま
せん。

×運転免許証、保険証など本
人確認ができる公的書類を
持参 ください。手続きに
よつては説明や追加書類が
必要になります。

0北部出張所00176① 1208
青葉二丁目50番地1395

②
助
成
対
象
事
業
以
外
の
事
業

に
係
る
経
費
と
の
区
分
を
客
観

的
に
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

経
費

③
債
務
の
償
却
又
は
損
失
の
補

て
ん
に
充
当
す
る
経
費

④
前
払
費
用
、
基
金
そ
の
他
の

年
度
を
超
え
て
費
消
さ
れ
る
経

費⑤
事
業
目
的
や
社
会
通
念
に
照

ら
し
て
必
要
性
が
乏
し
い
と
協

議
会
理
事
長
が
判
断
す
る
経
費

●
助
成
の
決
定
　
１０
月
３０
日
◎

ま
で
に
決
定
し
、
申
請
者

へ
通

知
し
ま
す
。

●
そ
の
他
　
申
請
様
式
な
ど
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

回
・申
請
先

町̈
地
域
振
興
協
議

会
事
務
局
　
役
場
企
画
財
政
課

内
　
雪
０
１
７
８
①
４
２
７
３

お
い
ら
せ
町
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
員
会
は
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

□
ま
ち
づ
く
り
団
体
支
援

●
対
象
者
　
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
新
規
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施

す
る
町
内
団
体

（他
の
補
助
等

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
）

●
助
成
率
　
総
事
業
費
の
５０
％

（限
度
額
１
件
１０
万
円
）

※
過
去
の
実
績

一
演
劇
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
実
施
す
る
団

体
と
の
交
流
事
業
、
ラ
イ
ブ

コ
ン
サ
ー
ト
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
事
業
、
子
育
て
支
援
団

体
の
イ
ベ
ン
ト
事
業

□
人
材
育
成
研
修
支
援

●
対
象
者

・
町
民
ま
た
は
町
内
に
勤
務
す

る
者
で
、
目
的
が
明
確
な
研

修
計
画
が
あ
り
、
原
則
と
し

て
概
ね
２０
歳
以
上
の
人
。

保
護
者
同
伴
の
場
合
は
、
小

学
４
年
生
以
上
の
人
も
可
。

※
団
体
の
場
合
、
５
人
以
内

●
対
象
内
容

①
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
活
性
化

01RASE‐ れ
“
20159  魃

衣類のポケットに入れた
ライターに注意

衣類が焼けたなどの事故が発
生しています。使用後は、火が完
全に消えていることを確認する。
着火レバーとノズルネジの間に
挟まったごみ等の異物を取 り除
くなど気をつけましょう。

インターネットでの旅行申込み
はよく確認を

航空券が届かない、旅行会社と
連絡がとれなくなったなどの ト
ラブルが発生しています。旅行業
登録の有無、問い合わせ体制、契
約内容をよく確認しましょう。

日八戸市消費生活センター80178‐ 43‐9216



道

桃川の酒蔵で酒造りに挑戦する

おいらせ農酒会の田中啓文さん

(―川目)

今
月
の
表
紙

ｔ藤
覇
奮
■
罐
■
榛
難
騨
肇
狡
議
繭
蟻
一

現
在
、
全
国
各
地
の
農
業
や
産

業
に
地
域
創
生

の
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
お

い
ら
せ
町

も
例
外
で
は
な
く
、
地
域

の
活
力

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

な
か

で
も

町

の
活
性

化

の
キ

ー

ワ
ー
ド
と
し
て

「
地
産
地
消
」
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

４
月
に
発
表
さ
れ
た
、
町
内

の

米
農

家

有

志

に

よ

る
、

町
産

米

‐００
％
０
純
米
酒

「
枠
の
難
ギ

そ
の
酒
造
り
の
始
ま
り
は
、
あ

る
米
農
家

の

一
言
で
し
た
。

「自
分
た
ち
が
育
て
た
コ
メ
を
、

お
酒
に
し
て
飲
ん
で
み
た
い
」

―
―

そ
の
夢
は
、

い
つ
し
か
、
お

い
ら
せ
町
に
広
が

っ
て
い
っ
た
の

で
す
。

.111● |l tt.
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ほ

い
ず
み

地
元
純
米
酒

「穂
の
泉
」
が
で
き
る
ま
で

おいらせ町の米

5月、おいらせ町にも田植えの季節がやってきました。
田植え作業をする川口勉さん。

平
成
２７
年

４
月
１７
日
、
お

い
ら
せ
町
誕
生
か
ら
１０
周
年

の
節
目
の
年
に
、
町
内

の
米

農
家
有
志

の
集

い

「
お
い
ら

せ
農
酒
会
」
が
地
元
純
米
酒

「
穂

の
泉
」

の
完
成
を
発
表

し
ま
し
た
。

原
材
料
と
な
る
米
や
仕
込

み
水
は
す
べ
て
、
お
い
ら
せ

町
産
。
さ
ら
に
醸
造
は
地
元

酒
蔵

「桃
川
株
式
会
社
」
の

協
力
を
得
て
、
桃
川
の
蔵
人

と
米
農
家
の
共
同
作
業
に
よ

り
作
り
上
げ
た
と
い
う
、
正

真
正
銘
の

「
お
い
ら
せ
町
の

地
元
酒
」
で
す
。

おいらせ町の列k
仕
込
み
水
は
、
奥
入
瀬
川
水

系
の
水
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

毎
年
４
月
に
開
催
さ
れ
る
奥

入
瀬
川
ク
リ
ー
ン
運
動
。
町
民

一
人
ひ
と
り
が
、
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
の
清
掃
活
動
を
行
う

こ
と

で
、
奥
入
瀬
川
の
清
ら
か
さ
が

保
た
れ
て
い
ま
す
。
写
真
は
三

田
地
区
の
河
川
敷
清
掃
活
動
。

朝
早
く
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人

が
ゴ
ミ
拾
い
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

OIRヽSE‐ ,こ 20156 靱
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こうじ

麹の引き込み作業。

仕込み フ日目の酒母。酵母のはたらきで

次々と泡が生まれています。

i4月 の完成に向け、仕込みは2月 から行われました。

酒蔵ツリ |での、手作業による麹の切 り返 し。

外は吹雪でしたが、蔵内の温度は 32度近くでした。

おいらせETの濯覇裁

酵母を加える

種麹を加える

洗
米

を

しヽ

上

槽

2月4月

おいらせ町の童
日

酒
瓶
の
ラ
ベ
ル
は
、
川
口
暁

洋

（藤
ヶ
森
／
雅
号

・
景
風
）

さ
ん
に
よ
る
書
で
す
。

「
穂
」
は
頭
を
垂
れ
る
お
い

ら
せ
町
の
稲
穂
、
「
泉
」
は
奥

入
瀬
川
の
流
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
完
成
に

至
る
ま
で
様
々
な
書
体
案
が
出

さ
れ
、
ラ
ベ
ル
化
に
す
る
に
あ

た

っ
て
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
協

力
を
得
て
、
レ
イ
ア
ウ
ト
が
何

回
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

左
の
写
真
は
３
月
に
町
内
で

開
催
さ
れ
た
日
本
習
字
上
十
三

峰
友
会
展
に
展
示
の
、
川
口
さ

ん
の
作
品
で
す
。

01RASE‐栞・ ,20156
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1  : 地産地消を実現した「地元への想い」

.:|:

三
村
町
長
は
新
酒
完
成
披
露
会

で
、
「地
方
創
生
に
つ
な
が
る
、
大

変
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思
い

ま
す
。
お
い
ら
せ
町
を
愛
す
る
気
持

ち
で
、
飲
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
」

と
話
し
ま
し
た
。

地
元
に
あ
る
も
の
を
最
大
限
に
活

用
し
た
、
自
分
た
ち
の
地
元

「お
い

ら
せ
町
」
に
こ
だ
わ
っ
た
取
り
組
み
。

お
い
ら
せ
町
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に

思
う
町
民
の
想
い
が
、
『
地
産
地
消
」

と
い
う
形
を
生
み
だ
し
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

みを出しています。工程で火入
れをしていない「生」のお酒で
す。町内の酒販店 11店 で取 り
扱つています。

OIRASEゎ・ t"20156 魃
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子育て応援商乱券を
町内の子育て世帯の生活応援と地元の消費喚
起を目的として、中学生以下の児童向けに子育
て応援商品券を給付 します。

●給付対象児童

平成 27年 8月 31日 までに町に住民登録の

届出をした児童であって、平成 12年 4月 2

日以降に生 まれた児童 (中学生以下の子ど
も)

※ただし、8月 31日以前の出生で、届出が9

月 1日以降になった場合は対象とします。

●給付対象者

給付対象児童と同一世帯にある者で、現に給
付対象児童の生計を維持 し又は監護 し若 し
くは養育している者

●支給額

支給対象児童一人につき、商品券 5,000円分

●給付方法
10月 下旬

～
11月 上旬に、支給対象者へ引換

券を郵送します。

商品券との交換日時および場所等、詳細は、引
換券の発送通知にてお知らせします。

(´｀

子育て応援商品券。多子出産祝金について 回町民課 子育て支援室 8017804259

魃  OIRへ SE・,‐,201510

多子 (第 2子以降の子)出産祝金を支給

子どもの健やかな成長と町の人口増加を目

的に、平成 27年 4月 1日以降の第 2子以

降のお子様の出産に対し、多子出産祝金を

支給します。

●支給対象者
第2子以降の子を出産した母・配偶者・養育者で、次
の要件にすべてあてはまる人。
①第2子以降の子が、現に町民であること。
②母または配偶者のいずれかが、町に1年以上居

住しているか、町内の自己所有住宅に居住して
い ること。

③ 町税等を滞納していないこと。

●祝金の金額
第 2子    5万 円
第 3子以降 10万円

●支給申請手続き
出産を証明する書類 (戸籍謄本など)を添付のうえ、
申請書の提出が必要です。
平成 27年 4月 1日 ～9月 30日 までに生まれた子が
いる世帯に、後日通知 しますので、第 2子以降の子
であれば申請してください。

-22-



町では、少子高齢化などによる人口減少に歯止めをかけ、将来にわたって活力ある地域社会を維持す
るため「おいらせ町まち・ひと。しごと創生総合戦略」を昨年10月 に策定し、さまざまな施策に取り
組んでいます。この度、「まち ひと・しごと創生総合戦略会議検証部会」を開催し、平成27年度に国
の交付金を活用して実施した地方創生先行型事業の検証作業を行いましたので、その結果を公表します。

7,078二干円 事業実施でどのように人口減少に

歯止めがかかるのか、雇用創出につ

ながるのかという視点が不足してい

る。評価できる成果目標を設定しな

ければ、改善に結びつかない。

空き家システムは、民間不動産事

業者との連携による空き家バンク

(※ 1)の創設を早期に推進するべき。

※1「空き家バンクJ町内の空き家を有効活用するため、住宅の売却、賃貸などを希望する所有者から申込みを受けて登録した情
報を、町内への定住などを目的として、その住宅の利用を希望する者に提供するシステム。

準摯蕃書葬署1事業費:7,529千円
【行なかサロン運営】

商店街の空き店舗を活用し、開業 起業ヘ

の情報提供やお試し店舗スペース、町民の

サークル活動などの拠点施設である街なかサ

ロン「みんなの休憩所」を開設した。

【空き店舗活用支援】

空き店舗や空き事業所を活用して開業 起

業する人を支援した。

人口減少に歯止めをかけ、将来にわたって

活力ある地域を維持するために「町人ロビ

ジョン」及び「総合戦略」を策定した。

【空き屋調査・管理システム構築】

町内の空き家を調査し、危険空き家の対策

と移住 定住に向けた利活用を推進するため

空き家管理システムを構築した。

街なかサロン運営は、現状では投

資効果に対する事業の継続性や将来

性が低く、事業費全体のうち固定経

費の害」合が高く、精査する必要がある。

空き店舗活用支援は、評価の対象

を相談や助成の「件数」だけではな

く、経営状況などから「継続の可能

性」を見極め、評価するべきである。

1事業概要,事業費:15,026千円

町外からの移住 定住を促進するため転入

して住宅を新築、購入する者や転入して合併

浄化槽を整備する者に対し助成金を交付した。

この他、首都圏での移住フェアヘ出展し、

移住者向けバンフレットを作成して町をPR
するとともに移住や仕事に係わる相談会を開

催 した。

利用者の満足度の把握も含め、効
果の測定方法に工夫、改善が必要で
ある。広報周知の方法も一律的で、
もっと地方創生の視点を加え、強化
する必要がある。

若者世帯の移住 定住は、町内転
居ではなく、町外からの移住にター

ゲットを絞った方が良い。

1事業費 :1,988千円

農家の米価下落等による収入減少に対応で

きるよう生産コストを低減する直播栽培を推

進し、農家の経営安定を図るため、直播栽培

に要する機械購入を支援した。また、新たな

特産品の開発及び生産拡大等の取り組みに必
‐

要な機械購入を支援した。

農家の効率化、大規模化、集約化
に非常に良い事業だと思われるが、

補助した農家の機械導入前 後の売
上 利益等の変化を追跡 調査し、

自立性や将来性まで言及するととも
に今後に生かすことが大切である。
もち小麦の販売は、いかに栽培農

家を増やし、製造から販売までの体
制を構築するかが課題である。

全
体
意
見
．

颯  OIRASE■″Ⅲ20168

'①表面的な実績lLLだけでは、有効性、将来性の視点に立った効果を測定することができない。質的評
1 価をどのように数値化するかがポイント。このことにより、成果目標の精度は向上するはず。

②事業目的の視点カシ逆前の枠組みから脱しきれていなしヽ。事業の実施によりどのように人□減少に歯
止めがかかるのか、雇用の創出につながるのかという視点を加えなければ、地方創生の成果日標は

1 形式的なものになる。
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【検証組織】まち ひと。しごと創生総合戦略会議検証部会 (6名 )

【検証方法】事業II■要や自己評価が記載された調書を基に担当者からの説明及び質疑応答を行い、成果
目標の達成度などから有効性と将来性について検証しました。

※事業概要や検証結果を抜粋して掲載しております。詳細は町ホームページをご覧ください。

事業概要 事業費 :1,627千円

通院者や通学者等の利便性向上のた

め、現在運行 している町民バスの一部

路線を実証試験を兼ねて拡充 した。

【拡充路線】南線 :鍋久保→病院
東線 :百石高校→三沢駅

必要性は十分に理解するが、費用

対効果が極めて低い。原因が、広報

周知に問題があるのか、そもそも絶

対数 (ニーズ)が無いのか、精査し

て見極める必要がある。また、交通

手段の選択、デマンドバス (※ 2)

の運行など地域交通の専門家に意見

を求めることも必要である。

※2「デマンドバス」IJ用者の要求に対応して運行する形態のバス。

事業費 :2,127千円

地元高校の学方向上や教育費の負担軽減に

よる生徒の確保、将来の町を担う人材育成を

図るためスキルアップ支援 (検定料助成)や
生徒が主体的 協働的に学び合う学習に使用

するタブレットPCや プロジェクター購入費

を助成した。

学力向上、人材育成のほか高校の

イメージアップなどに効果があり高

校存続のためにも継続するべきであ

る。

事業費 :831千円

地元産米「まっしぐら」で造る日本酒「穂

の泉」の製造を後押し、米の販売促進と農

家と地元酒造業者の連携 商品開発による

地域活性化のため、米とお酒のパッケージ

商品化等に係る経費を助成 した。

事業立ち上げのPRに補助し、軌

道に乗れば支援は不要と考える。

また、生産量が2tであれば、米

の使用量も限定的であり、PR ブ

ランドの観点では良いが、基本目標

であるしごとの創出には厳 しい。P

Rに留まらず製造・販売の拡大に注

力するべき。

事業費 :5,500千円

子どもの出産から子育てに係る負担

を軽減し、安心 して出産、育児できる

環境を整えるため第 2子以降の出産に

対し祝金を交付した。

少子化対策として必要性はあるが

他の自治体を追った、一律的な交付

と見受けられる。他市町本寸の支給基

準等と比較して内容を再検討する必

要がある。

また、第 3子以降への支給額を維

持又は引き上げるべきと考える。

○補助金の交付の目的は、最終的に団体や事業を自立させることにある。税金を投入した結果、将来1生も

含めてどのような効果が組織や地域にもたらされたのか、そのために効果的に使われたのかが重要。事

業費イコール補助金の事業は、本来町でやるべきものを団体に丸投げしていることになる。補助金を受
ける回数が多くなればなるほど、補助金が税金であることの意識が薄れる。

圃 企画財政課 80178-56-4273

OIRヽSE・ *ヽら20168
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化
―

◆

「お
い
ら
せ
軽
ト
ラ
市
」
と
は
？

お
い
ら
せ
軽
ト
ラ
市
は
、
本
町
商
店
街
中

央
町
通
り
で
開
催
さ
れ
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷

台
を
店
舗
に
見
立
て
、
野
菜

・
果
物
　
魚
介

類

・
惣
菜
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
な
ど
を
販
売

す
る
産
直
市
で
す
。

平
成
２６
年
７
月
に
始
め
た

「お
い
ら
せ
軽

ト
ラ
市
」
は
当
初
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
路
上
で

展
示
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
間
違
え
る
人
も

い
た
ほ
ど
、
認
知
度
の
低
い
も
の
で
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、
関
係
者
か
ら
の
お
話

の
ほ
か
、
本
町
商
店
街
の
現
状
や
、
お
い
ら

せ
軽
ト
ラ
市
を
始
め
た
経
緯
、
今
後
の
展
望

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◆ヽ

「
百
石
本
町
商
店
街
」

活
性
化

の
必
要
性

お
い
ら
せ
軽
ト
ラ
市
が
開
催
さ
れ
て
い
る

本
町
商
店
街
は
、百
石
地
区
の
南
に
位
置
し
、

酒
屋
、
青
果
店
、
金
物
店
、
飲
食
店
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
店
舗
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
各
地
の
商
店
街
で
も
課

題
と
な
っ
て
い
る
店
主
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
な
ど
の
問
題
に
、
本
町
商
店
街
も
直
面

し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
多
く
の
要
因

で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
し
て
し
ま
っ
た
店
が

数
多
く
あ
り
、　
二
日
前
に
比
べ
る
と
空
き
店

舗
が
目
立
ち
、
ど
こ
か
寂
し
い
よ
う
な
印
象

で
す
。

◆
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た

町
の
取
り
組
み

町
で
は
、国
地
方
創
生
補
助
金
を
活
用
し
、

空
き
店
舗
の
利
活
用
を
目
的
と
し
た

「お
い

ら
せ
町
空
き
店
舗
等
活
用
支
援
事
業
」
や
商

百
石
本
町
商
店
街
の
現
状
と
お
い
ら
せ
軽
ト
ラ
市

店
街
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、

お
い
ら
せ
町
商
工
会
と
連
携
し
、
「
お
い
ら

せ
町
商
店
街
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
事
業
」
を

行

っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
２４
～
２５
年
度
に
は
、
お
い
ら
せ
町
商

工
会
、
県
立
百
石
高
等
学
校
、
八
戸
工
業
大

学
と
連
携
し
商
店
街
に
あ
る
空
き
店
舗
や
建

物
壁
面
に
ア
ー
ト
を
施
し
、
商
店
街

の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
話
題
性
の
創
出
を
図
り
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
２６
年
度
に
は
、
商
店
街
、

地
域
団
体
、
地
域
住
民
、
百
石
町
漁
業
協
同

組
合
、
十
和
田
お
い
ら
せ
農
業
協
同
組
合
、

商
工
会
、
町
の
関
係
者
で
お
い
ら
せ
軽
ト
ラ

市
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
本
町

商
店
街
で
お
い
ら
せ
軽
ト
ラ
市
を
実
施
し
、

軽
ト
ラ
市
が
開
催
さ
れ
な
い
冬
季
に
は
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
や
お
正
月
用
フ
ラ
ッ
グ
で
商

店
街
の
街
灯
や
店
頭
を
装
飾
し
商
店
街
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
賑
わ
い
の
創
出
を
図

っ
て

い
る
の
で
す
。

OIRASE‐紀 201611魃

▲10/2軽 トラ市でのちんどん屋ねり歩

きノヾフォーマンス
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▲ 7/3軽 トラ市オープニン

の川□保育園による演奏

▲ 7/3軽 トラ市オープニ〕

のあゆみ保育園による演奏

おいらせ軽 トラ市では、

毎回、さまざまな趣向の

体験や企画が行われており、

来るたびに違った楽 しみを

味わうことができます。

魃  OIRASEい,o201611
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ユ
ニ
ー
ハ
ヤ
シ
は
、
平
成
２６
年
の
初

回
か
ら
、
百
縁
笑
店
街
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
来
は
日
曜
定

体
で
す
が
、
軽
ト
ラ
市
の
日
は
特
別
に

開
店
し
て
い
ま
す
。

百
縁
笑
店
街
で
は
、
お
惣
菜
、
切
り

花
、
野
菜
な
ど
を
、
い
つ
も
よ
り
安
い

百
円
の
価
格
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

軽
ト
ラ
市
に
来
た
つ
い
で
に
百
石
本

町
商
店
街
に
も
足
を
運
ぶ
、
と
い
う
お

客
さ
ん
も
少
な
か
ら
ず
お
り
、時
に
は
、

新
規
の
お
客
さ
ん
が
店
を
覗
く
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

少
し
ず

つ
で
す
が
、
百
縁
笑
店
街
の

効
果
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
ぁ
ぶ
る
は
、
初
回
か
ら
百
縁
笑
店

街
と
軽
ト
ラ
市
出
店
の
両
方
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。

百
縁
笑
店
街
で
の
販
売
品
は
ケ
ー
キ

で
、
少
し
小
さ
め
に
は
し
て
い
る
も
の

の
、
通
常
の
半
額
以
下
で
あ
る
百
円
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

軽
ト
ラ
市
の
日
に
は
、
や
は
り
常
連

と
は
違

っ
た
お
客
さ
ん
が
お
見
え
に
な

り
ま
す
。
店
が
軽
ト
ラ
市
の
臨
時
駐
車

場

（役
場
分
庁
舎
）
に
近
い
た
め
、
立

ち
寄
り
や
す
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

百
縁
笑
店
街

へ
の
参
加
と
、
軽
ト
ラ

市

へ
の
出
店
が
、
そ
れ
ぞ
れ
良
い
宣
伝

に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

若
松
美
容
室
は
、
軽
ト
ラ
市
会

場
の
す
ぐ
近
く
に
店
を
構
え
て
い

る
美
容
室
で
す
。
食
べ
物
以
外
の

出
店
も
あ

っ
た
ほ
う
が
、
来
場
客

も
楽
し
い
だ
ろ
う
と
考
え
、
店
の

宣
伝
活
動
の

一
環
と
し
て
、
毎
回

出
店
し
て
い
ま
す
。

軽
ト
ラ
市
で
は
、
お
店
よ
り
も

安
い
価
格
で
化
粧
品
な
ど
を
販
売

し
て
い
ま
す
が
、
常
連
の
お
客
さ

ん
が
い
つ
も
顔
を
出
し
て
く
れ
る

の
で
、
以
前
よ
り
お
客
さ
ん
と
の

距
離
が
近
く
な

っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
店
と
客
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
、
軽
ト
ラ

市
は
良
い
機
会
で
す
ね
。

ド
ラ
ゴ
ン

・
プ
ー
は
、
南
部
町

か
ら
の
出
店
で
す
。
南
部
町
の
イ

ベ
ン
ト
や
八
戸
の
夕
暮
れ
市
な

ど
、
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
、
お
惣
菜
販

売
を
行

っ
て
い
ま
す
。

軽
ト
ラ
市
に
は
、
お
い
ら
せ
町

の
知
人
か
ら
誘
わ
れ
て
店
を
出
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

毎
回
出
店
し
て
い
る
と
、

い
つ

も
買

い
に
来
て
く
れ
る
よ
う
な
、

顔
な
じ
み
の
お
客
さ
ん
も
増
え

て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
い

ら
せ
軽
ト
ラ
市
へ
の
出
店
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

OIRヽSE、,紀 201611魃
―
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11月 6日0
会場 :百石本町商店街

●百石幼稚園児によるよさこいソーラン演技

●豪華賞品が当たる「ガラポン」 (1回50円 )

●赤そば無料試食会 (150人限定)

颯漑り12月 4日0
会 場 :百石 本 町商店 街

●豪華賞品が当たる「スタンプラリーカード大抽

選会」を実施 (スタンプ10個で1回抽選可能)

固おいらせ軽 トラ市実行委員会

(お いらせ町商工会内)80178‐ 56‐2511

「
お
い
ら
せ
軽
ト
ラ
市
」
の
そ
も
そ

も
の
発
案
者
は
、
町
商
工
会

・
元
事
務

局
長
の
川
口
興
四
郎
氏
で
し
た
。
全
国

初
、
岩
手
県
雫
石
町
の

「元
祖
軽
ト
ラ

市
」
と
、
山
形
県
新
庄
市
の

「百
円
商

店
街
」
と
夜
の
飲
食
店
イ
ベ
ン
ト
の
三

つ
を
合
体
さ
せ
る
こ
と
で
、
他
地
域
に

は
無
い
、
お
い
ら
せ
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

地
域
活
性
化
を
図
り
た
い
、
と
い
う
思

い
が
出
発
点
で
し
た
。

十
和
田
お
い
ら
せ
農
業
協
同
組
合
と

百
石
町
漁
業
協
同
組
合

の
賛
同
を
得

て
、
町
内
外
か
ら
幅
広
く
出
店
者
を
募

り
ま
し
た
。ま
た
、後
に
は
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
無
料
休
憩
所

（お
い
ら
せ
街

中
サ
ロ
ン
）
の
開
設
を
す
る
な
ど
、
毎

回
工
夫
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
藍
ト
ラ
市
も
３
年
目

を
迎
え
、
入
込
客
数
な
ど
の
面
で
、
は
っ

き
り
と
良
い
変
化
が
表
れ
始
め
て
い
ま

す
。今

後
は
、

１０
月
２３
日
に
北
公
民
館
で

開
催
し
た
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
軽
ト

ラ
移
動
市
の
開
催
も
定
番
化
し
て
い
き

た
い
で
す
。
将
来
的
に
は
、
他
に
あ
ま

り
例
の
無
い
国
道

（４５
号
）
を
歩
行
者

天
国
に
し
た
軽
ト
ラ
市
の
実
施
を
視
野

に
入
れ
、
百
縁
笑
店
街
を
含
め
、
さ
ら

な
る
内
容
の
充
実
と
規
模
拡
大
を
目
指

し
、
積
極
的
な
展
開
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

街
中
に
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ

と
。
地
元
商
店
街
を
は
じ
め
、
地
域
経

済
に
も
う

一
度
活
力
を
取
り
戻
す
こ

と
。
簡
単
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
日
、
藤
崎
町
商
工
会
役
員
の
皆
様

が
、
視
察
に
見
え
ら
れ
ま
し
た
。
県
内

の
全
軽
ト
ラ
市
を
集
め
た
、
サ
ミ
ッ
ト

の
開
催
も
夢
見
て
い
ま
す
。
や
が
て
は

北
東
北
軽
ト
ラ
市
サ
ミ
ッ
ト
に
も
繋
げ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

OIRヽSE,″
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201611
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生 レス トラン ず♂

ンいちょうの森J
おいらせ町で、百石高校食物調理科の生徒たちに

よる高校生レス トラン「キッチンいちょうの森」が
オープンします。

青森県内の公立高校で唯一、食物調理科を有する
百石高等学校。そこで身につけた知識や技術を活か
す場として、酒蔵・りЫIIに 隣接する「おいらっせ交
流館」内で高校生レス トランを開店します。(9月
10日を第 1回に、来年2月 までに5回開店予定)

提供するメニューは和定食「結御膳 (ゆ いごぜん)」

で価格は800円 (税込)。 生徒自身がメニュー企画
から仕込み、調理、接客、食材管理までのレストラ
ン運営を一買して行います。

▲レストランがオニプシする



「
ま
ご
の
店
」
の
仕
掛
け
人

岸
川
政
之
氏
の
後
押
し

全
国
初
の
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
と
言
わ
れ

て
い
る
の
が
、
二
重
県
多
気
町
に
あ
る
県
立

相
可
高
等
学
校
食
物
調
理
科
に
よ
る

「ま
ご

の
店
」
で
す
。
ま
ご
の
店
は
平
成
１４
年
に
高

校
生
の
調
理
実
習
施
設
と
し
て
小
さ
な
屋
台

か
ら
始
ま
り
、
平
成
１７
年
に
は
多
気
町
が
約

９
千
万
円
か
け
て
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
専
用

施
設
を
建
設
し
ま
し
た
。
高
校
生
に
よ
る
若

さ
あ
ふ
れ
る
丁
寧
な
接
客
と
プ
ロ
顔
負
け
の

高
い
料
理
技
術
で
人
気
を
集
め
、
こ
の
取
り

組
み
は
ド
ラ
マ
や
本
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ご
の
店
の
影
響
も
あ
り
、
「百
石
高
校

で
も
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
を
！
」
と
い
う
声

は
、
こ
れ
ま
で
も
幾
度
か
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
実
施
す
る
施
設
、
食
品
衛
生

法
上
の
許
可
、
金
銭
を
扱
う
経
営
責
任
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、具
体
化
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
転
機
が
訪
れ
ま
す
。
百
石
高

校
の
荒
川
校
長
が
出
張
の
際
に
、
ヨ
一重
県

立
相
可
高
校
の
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン

『ま
ご

の
店
』
の
仕
掛
人
で
あ
る
岸
川
政
之
さ
ん
が

青
森
に
来
る
」
と
い
う
話
を
聞
き
つ
け
、
な

ん
と
か
お
い
ら
せ
町
へ
も
立
ち
寄
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
働
き
か
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
岸

川
氏
は
快
く
承
諾
し
て
く
だ
さ
り
、
今
年
２

月
、
岸
川
氏
と
百
石
高
校
に
加
え
、
町
、
商

工
会
、
お
い
ら
せ
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
な

ど
関
係
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
の
実
施
に
至

り
ま
し
た
。

こ
の
時
、
初
め
て
百
石
高
校
と
町
関
係
者

は
公
の
場
で
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
岸
川

氏
か
ら

「高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
は
生
徒
た
ち

の
学
び
の
場
。
第

一
目
的
は
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
で
も
、
地
域
経
済
の
た
め
で
も
な
い
、

高
校
生
の
成
長
の
た
め
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
こ
れ
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
だ

っ
た
意
識

が

一
つ
の
方
向
に
向
か
い
始
め
ま
し
た
。

地
域
の
人

々
に
支
援
さ
れ
、

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
が
始
動

今
年
５
月
に
も
岸
川
氏
は
お
い
ら
せ
町
を

訪
れ
、
百
石
高
校
生
に
対
し
て

「ま
ご

の
店
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
し
、
生
徒
と
の

意
見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
と

て
も
意
欲
的
な
姿
勢
を
見
せ
、岸
川
氏
は
「先

生
も
生
徒
も
や
る
気
に
な

っ
て
い
る
、
町
も

全
力
で
応
援
し
て
い
る
、
必
ず

い
い
方
向

へ

向
か
う
」
と
語
り
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
実
現
に
向

け
た
動
き
が
加
速
し
て
い
き
ま
す
。
多
く
の

方
々
か
ら
の
協
力
を
得
て
、
施
設
や
衛
生
面

の
ほ
か
運
営
上
の
課
題
を
解
決
。

長
い
時
を
経
て
、
総
合
観
光
農
園
ア
グ
リ

の
里
お
い
ら
せ
が
酒
蔵

・
桃
川
の

一
部
施
設

を
活
用
し
て
運
営
す
る

「お
い
ら

っ
せ
交
流

館
」
で
の
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
が
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
す
。
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高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
開
業
に
向
け
て
、

百
石
高
校
食
物
調
理
科
の
生
徒
た
ち
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
準
備
と
対
策
を
行

っ
て
き
ま

し
た
。

日
々
の
調
理
技
術
の
練
習
で
は
、
実
際

に
レ
ス
ト
ラ
ン
で
お
客
様
に
料
理
を
出
す

こ
と
を
意
識
し
た
訓
練
を
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。出
汁
巻
き
卵
の
練
習
の
た
め
、

最
初
は
タ
オ
ル
を
開
く
練
習
か
ら
始
め
、

均

一
な
質
の
出
汁
巻
き
卵
を
焼
け
る
よ
う

に
何
度
も
繰
り
返
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

八
戸
市
の

「古
今
料
理

・
花
乃
」
の
尾
崎

賢

一
氏
を
講
師
に
招
い
て
仕
込
み
か
ら
調

理
、
盛
付
け
ま
で
を
細
か
く
指
導
し
て
も

ら
い
、
実
践
的
な
調
理
技
術
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
接
客
の
面
で
は
（
レ
ス
ト
ラ

ン

「カ
ワ
ヨ
グ
リ
ー
ン
ロ
ツ
ヂ
」

へ
実
習

に
出
向
き
、
実
際
に
お
客
様
を
相
手
に
し

て
、
オ
ー
ダ
ー
の
取
り
方
や
配
膳
の
仕
方
、

言
葉
遣
い
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

こ
う
し
た
高
校
生
た
ち

の
努
力
を
経

て
、
い
よ
い
よ
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
「キ
ツ

チ
ン
い
ち
よ
う
の
森
」
は
大
き
な

一
歩
を

歩
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

①胡瓜と蟹かまの砧巻き～

梅肉のジュレ添え～

②もち」ヽ麦のすいとん

③季節の野菜の炊き合わせ

④だし巻き卵

⑤鶏肉の人幡巷

⑥旬魚の南蛮漬け

②長芋と茸の炊き込みご飯

③長芋の浅漬け

◎ふるさとムースオレンジと

長芋を二層にして～レモン

のクラッシュゼリー添え～

▲生徒たちに結御膳の調理などを指

導する「古今料理・花乃」の尾崎

賢―氏。尾崎氏は「料理は相手が

いなければできないもの、相手が

いることを常に意識して、優しさ

を込めて作つて欲しい」と生徒た

ちに語ります。



私は小さいときから料理が大好きで、中学生の頃には百石高校の食

物調理科へ入ると決めていました。食物調理科に入つてからは、それ

まで意識していなかったお菓子作りの楽しさにも気づきました。卒業

後はホテルに就職してお客様サービスを学びつつ、いずれは自分のカ

フェをもつことが夢です。

早く高校生レストランの場でお客様に自分の料理を食べていただき、

感想を聞いてみたいと思っています。お客様を相手にするので、衛生

面に細心の注意を払いつつ、絶対においしいと胸を張って言えるよう

な料理を提供できるように頑張りたいです。

私が百石高校食物調理科へ入ろうと思ったきっかけは、広報おいら

せでした。広報で百石高校食物調理科の特集 (広報おいらせ2010年
12月号)を読み、先輩たちの姿に強く憧れをもちました。

食物調理科ではさまざまな実技の検定があり、その対策と練習は大

変ですが、その分、合格 したときの喜びは大きいです。また、それら

は自分自身の技術となって確実に返ってきます。

高校生 レス トランがいよいよ始まりますが、ここまで来たらやるし

かありません。お店では臨機応変に動くことを意識して、 3年生とし

て後輩たちをフォローしながらお客様を迎えたいです。

私は料理上手なお婆ちゃんに憧れて料理の道を選びました。食物調

理科では、「食物調理検定」という実技検定を定期的に受けなければな

らず、定期テスト以上にその対策は大変ですが、その分、充実した設

備と指導者のもとで料理を学ぶことができます。

高校生レストランでは、早くお客さんに自分たちの料理を食べてほ

しいと思っていますが、まだ3年生の先輩方に頼っている部分も大き

いです。 2年生である私たちも、調理をしながらお店全体を常に見渡

して、常に自分自身で考えて動き、スムーズな運営ができるように工

夫を重ねていきたいです。

食物調理科では、先輩たちが調理実習で作つた料理が、不定期で給

食として出されます。とてもおいしい料理ばかりで、私もそんな料理

が作れるようになりたいです。

高校生レストランが始まることには、期待も不安も両方ありますが、

ここまで来たらやるしかないと思っています。レストラン内では主に

調理場とホールの中継を担いますが、お客様とも積極的に関わってい

きたいです。

レストランで提供する私たちの「結御膳 (ゆ いごぜん)」 は、とても

おいしいのF3よくさんの人に食べに来てはしいと思います。



～高校生の接客実習を受け入れ～
たて だいす け

カワヨグリーンロッデ・ホール担当 舘 メこ」針氏
百石高校とカワヨグリーンロッヂとのお付き合いは古く、実

習受入は20年以上続いております。今年はいつもの調理実習

のほか、 6月 ～ 7月 の週末にホールでの接客も体験してもら

いました。高校生 レスラン開業を見据えて「接客の経験が無い

生徒たちに現場で体験をさせたい」という高校側の思いに応え

たものです。

はじめは緊張していた生徒たちも徐々に慣れていき、なかに

はお客様の質問によどみなく答える生徒もいて驚きました。当

然、覚えるのがゆっくりな生徒もいましたが、お客様をもてな

そうと一生懸命な姿勢は同じでした。

生徒たちには、「キッチンいちょうの森」へ足を運んできた

お客様ひとりひとりを大切にする気持ちを忘れずに、失敗を恐

れずチャレンジしてほしいと思います。

～おいらっせ交流館を運営～

船アグリの里おいらせ 。取締役

高校生レストランがオープンする「おいらつせ交流館」は、

元々は障がい者の施設外就労支援を行うためにオープンしまし

た。主にソバを提供するカフェとして運営し、今後は特産品や

パンなどの販売も充実させていく予定です。元々は平日のみの

開館を考えていたのですが、高校側から「おいらっせ交流館で

高校生レス トランを実施したい」という申し出を受けて、喜ん

で協力させていただきました。

今の教育現場では応用力を身につける機会が少ないと感じま

すが、本来、若者の吸収力は物凄い。高校生レストランを通じ

て「自ら考えて動く力」を身につけて欲しいです。

ゆくゆくは生徒自らが食材の調達を行つたり、季節に応じた

品目の提案をするなど、生徒ひとりひとりの創意工夫が輝く展

開を期待しています。

氏
暉之れ義一糊

と苫

皇學館大
勇墓曹ξ聡書0星撃:警暑課11践芝氏

私が初めておいらせ町を訪れたのは、今年2月 のことでし

た。そこで私は、わが町の相可高校が運営する高校生レスト

ランを例に出し、地域全体で応援団としてサポートしている

姿を語りました。5月 には百石高校を訪問し、生徒たちと直

接話す機会があり、やる気に燃える生徒、指導する素晴らし

い先生、そして行政をはじめとする周りの期待と理解を感じ

ワクワクする気持ちになったのを覚えています。

また、7月 に中泊町をはじめ4市町を訪れた時、百石高校

の取組みを取り上げた東奥日報の記事を見せていただきまし

た。記事の内容がとても暖かく、記者の強い期待と生徒に対

するとても暖かい思いが読み取れ胸が熱くなりました。これ

からも多くの方の応援を受け、素晴らしいステージが用意さ

れていくことでしょう。そして、みんなで未来の大人たちを

応援していきましょう !
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町
と
し
て
の
関
わ
り
は
、
昨
年
１２
月

に
百
石
高
校
か
ら
「
町
と
高
校
で
連
携
・

協
力
し
て
、
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
の
実

現
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
」

と
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し

た
。
そ
こ
で
、
百
石
高
校
と
町
が
共
同

で
、
二
重
県
多
気
町
に
お
い
て
全
国
初

の
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
を
仕
掛
た
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
岸
川
氏
を
町
に
お
招

き
し
た
の
で
す
。

岸
川
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
、
百

石
高
校
の
生
徒
と
先
生
方
の
熱
意
を
目

に
す
る
こ
と
で
、
地
元
の
県
立
高
校
に

通
う
生
徒
の
教
育
の
充
実
の
た
め
、
ま

た
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、
町

と
し
て
ど
ん
な
支
援

・
協
力
が
で
き
る

か
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

桃
川
株
式
会
社
の
見
学
施
設
を
改
装

し
て
オ
ー
プ

ン
し
た
、
「
お
い
ら

っ
せ

交
流
館
」
を
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な

り
、
町
で
は
施
設
の
改
装
費
用
の

一
部

や
、
高
校
生
の
調
理
練
習
の
た
め
の
食

材
費
、
消
耗
品
費
な
ど
を
補
助
し
て
お

り
ま
す
。

地
元
で
頑
張
る
高
校
生
の
た
め
、
町

を
あ
げ
て
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン

「キ
ツ

チ
ン
い
ち
よ
う
の
森
」
を
応
援
し
て
い

き
ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は

一
度
、
「
キ
ッ

チ
ン
い
ち
よ
う
の
森
」

へ
足
を
運
び
、

そ
の
味
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

料
理
は
必
ず
あ
な
た
を
満
足
さ
せ
ま
す
。

※
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
は
生
徒
た
ち
の

研
修
の
場
で
す
。
生
徒
が
で
き
る
範

囲
で
の
運
営
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●初回オ…プン
9月 10日① ※月に 1回営業予定

0営業時間
11日寺30`か～ 14日寺00づか
(ラス トオーダー 13時30分、限定50食 )

※当日9時30分より整理券を配布します。

※整理券は50人に達しましたら配布を終了し
ます。11時30分前でも食券を購入できな
い場合がございますので、あらかじめご了
承ください。

●提供メニュー

結御膳 (ゆいごぜん)800円 (税込)

●平成28年度の開店予定日
9月 10日〇、10月 29日〇、11月 12日〇、
1月 28日〇、2月 4日〇 (計 5回予定)

●場所
おいらっせ交流館 体いらせ町上明堂113‐ 1)

固 青森県立百石高等学校
80178‐ 52‐2088(9時 ～ 16時 )

※おいらっせ交流館へのお問い合せはご遠慮ください。
▲同じ味を出せるように練習を重ねる生徒たち。
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